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発行：自治労津別町役場職員組合　青年婦人部　教宣担当


　

	１月２９日、３０日に北海道自治労会館で行われた交流集会と学習会に、女性事務職員の採用としては１２年ぶりとなった、石下さんと田古さんが参加したので、皆様に報告します。


－石下さん－

　１日目は「一人一人がロールモデル：自分の居場所と自分探し」をテーマに北海道大学の瀬名波栄潤さんの講演が行われました。男女平等という単純なことではなく、男と女という二項対立では語れないことが現実にはあり、性的マイノリティの問題など、ジェンダー問題の深さをあらめて感じる講演でした。学生時代の専攻分野ではありますが、違う角度からの見方を学ぶことができました。

２日目の学習会では、北海道知事選候補予定者の木村俊昭さんと参議院議員の相原久美子さんによる講演があり、木村さんの話で「僕がその町に行ったからといって町おこしが成功するわけではなく、その町のいいところを外から見て教えて、気づきを促すだけなんだ」と講演され、その町で暮らす人が、「客体から主体」になり、「何かを誘致すれば」という考えから脱却しなければまちづくりは上手くいかないということが強く伝わってきました。
－田古さん－

１日目に行われた道本部提起の「自治労青年女性オキナワの旅に参加して」では、沖縄で撮影された写真がスクリーンに映し出されました。その中には、防空壕として利用されていた、真っ暗なガマ（洞窟）の写真や、普天間基地の移転先として滑走路建設のため、海を埋め立てる計画を阻止するためのテントの座り込みの写真、戦闘機の墜落事故で焼け残った大樹のコントラストの写真などを見て、戦争の悲惨さを実感し、沖縄の人たちの平和を願う気持ちと、戦争は絶対にあってはならないものだと強く感じました。

２日目の学習会では、木村俊昭さんと相原久美子さんによる講演がありました。相原さんの講演では、今の日本は雇用が不安定で所得が低いため、親は将来を担う大事子どもを産むことができない、産んでも育てられないという問題がある。自治体でも賃金が低い上、正規職員と同じ責任感のある仕事をしている非正規職員が増加している現状に、「まずは雇用の安定を目指す事が大事である」と話しをされました。今の時代に正規職員である私は少し幸せであることを感じ、私の側で働いている非正規職員のためにも雇用の安定や、制度の見直しを訴えていかなければならないと感じました。

今回の女性交流集会を通して、私はたくさんの女性先輩のお話を聞けた事が良かったです。特に、同じ現場のある職場で女性一人という同じ環境で働いている女性と共感できたことが、何よりも大きな励みになりました。
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全道から約120人が参加しました














次号は、徳島で開催された全国青年団結集会について報告します！








